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1．は じ め に
日常生活の中で，我々は常に外界からの情報に晒されている。それらの情報
を視覚や聴覚，味覚や嗅覚，そして体性感覚といった感覚情報として我々は知
覚し，生体内に取り込んでいる。これらの感覚情報には，視覚であれば色，聴
覚であれば音程，体性感覚であれば質感といった，それぞれの感覚に特化した
情報が存在する。そのため，古くはこのような感覚情報が，生体内でそれぞれ
独立に処理されると考えられてきた。しかし，近年の脳機能計測技術の発展
や，それらを用いた認知心理学的，生理心理学的検討により，ヒトは複数の感
覚情報を組み合わせ，より適応的に外界からの情報を処理していることが示さ
れている。特に，視覚刺激と体性感覚刺激を用いた多感覚研究は，1990年代
後半より活発な研究が行われ，今日に至るまで様々な研究結果が報告されてい
る。視野外や光源の一切ない暗闇といった環境下からの体性感覚情報は，ヒト
にとって予測のつかない刺激であり，通常とは異なる生理反応を引き起こし得
る。そのため，視覚情報などの他感覚情報を併用し，「いつ」「どこに」「どの
ような」体性感覚刺激が呈示されるかを予測することは，ヒトが環境に適応的
な行動をとるために必要な機能だと考えられる。また，これらの研究は，心理
学のみならず，仮想現実や拡張現実，4 D 技術を使用したエンターテインメン
トへの応用といった産業分野からも必要とされており，研究数は増加の一途を
辿っている。
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本稿では，体性感覚の刺激処理に対し視覚情報がどのような影響を与えてい
るかについて，心理学の中でも重要な研究対象である注意に着目し，認知心理
学，生理心理学の観点から概説する。次節では，生理心理学研究で体性感覚刺
激を用いる際に指標とされる体性感覚誘発電位（somatosensory evoked po-
tential : SEP）と注意の関係について概説する。
2．体性感覚誘発電位
体性感覚の感覚受容器は身体上表面の全域にわたって分布しているが，各感
覚受容器で受容された体性感覚情報は電気信号に変換された後，末梢から中枢
へと伝達される。この末梢からの神経連絡を概略すると，末梢の神経線維群は
正中神経や尺骨神経といった神経束に収束し，後根神経節にある偽単極性ニュ
ーロンを経由し，後根から脊髄の中に入る。その後，同側の延髄後索の楔状束
核を経て交差し，刺激呈示部位と対側の内側毛体系を経由し視床後外側および
内側腹側核に至り，大脳皮質中心後回にある第一次体性感覚野（primary so-
matosensory area）へ到達する（岩村，2001；篠原，2008）。
体性感覚の刺激処理には，第一次体性感覚野だけではなく，第二次体性感覚
野や頭頂連合野といった複数の脳領域が関わっていると考えられている（see
a review, Blanke, 2012）。その中でも，脳損傷患者を対象に行った症例研究
から，単純な触覚検出や 2点識別，刺激定位といった体性感覚の主要な知覚
に関しては，第一次体性感覚野が体性感覚情報を認識する中枢である可能性が
示されている（Roland & Mortensen, 1987）。このような体性感覚情報の処
理過程を検討する際，生理心理学研究では，しばしば体性感覚誘発電位
（SEP）が指標とされる（武田，2011）。
SEP は，体性感覚刺激が呈示されることによって誘発される事象関連脳電
位（event-related brain potential : ERP）であり，脳神経内での体性感覚情
報の処理に関する指標として用いられる。認知心理学実験や生理心理学実験で
は体性感覚刺激として，空気圧刺激や振動刺激など様々な刺激が用いられる
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が，刺激のオンセットの明瞭さや刺激強度の操作性を求められる SEP を指標
とした心理学実験では，しばしば電気刺激が用いられる。電気刺激を用いる場
合，2つの電極，もしくは同心円電極を用いてヒトの皮膚上，特に手の場合は
正中神経もしくは尺骨神経に対し刺激パルスを数 10から 200 μs 程度呈示す
る。この電気刺激によって刺激後 20 ms 以降でヒトの頭頂部に特定のパター
ンをもつ ERP である SEP が誘発される（Fig. 1）。
Fig. 1で示した体性感覚刺激に対する SEP は，体性感覚のもつ様々な情報
を反映している。Hashimoto, Yamashita, and Sasaki（1988）はヒトを対象
とし，段階的に強度を変化させた空気圧刺激を呈示し，刺激に対する SEP と
実験参加者の主観報告を記録した。その結果，SEP は体性感覚の物理的強度
のみならず，実験参加者が刺激をどの程度の強さで知覚したかという主観的強
度をも反映していることが示されている。
また，本稿で着目する注意に関しても，SEP は選択的なふるまいを見せる
Fig. 1 SEP の正常波形
実験参加者 1名の SEP 波形を図示している。横軸は刺激呈示前 50 ms から刺
激呈示後 150 ms までの時間を，縦軸は頭皮上の電極で記録された電圧値を表
している。刺激部位は左上肢掌側，橈骨手根関節の正中神経上であり，閾値
（0.8 mA）の 3倍（2.4 mA）の電気刺激を 200 μs 呈示した。導出電極は，拡張
10−20％法の C 4であり，基準電極は鼻尖とした。サンプリング周波数は 1000
Hz，帯域周波数は 0.01−200 Hz で記録し，720回の刺激を加算平均した。刺激
呈示後，20 ms 付近から 80 ms 付近にわたって複数の成分が確認できる。
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ことが示されている。Kida, Nishihira, Wasaka, Nakata, and Sakamoto
（2004）は，実験参加者の指に不規則なタイミングで電気刺激を呈示し，実験
参加者にとって予想が出来ない体性感覚刺激に対する SEP を記録した。その
際，実験中に，本を読ませる刺激非注意条件，刺激された回数を数えさせる注
意条件，刺激が呈示されたらキー押し反応をさせる能動注意条件を設定し，条
件間で体性感覚刺激に対する注意量を操作した。その結果，非注意条件に比べ
注意条件で，注意条件に比べ能動注意条件で段階的に SEP の振幅が大きくな
ることが示された。この研究から，SEP は体性感覚刺激に向けた注意量を反
映し，注意量に応じて刺激に対する反応を変化させることが示された。
この様な SEP を用いた体性感覚刺激に対する注意の研究は，2000年以降
増加の一途を辿っており，他の課題に注意を向けている間の体性感覚に対する
注意量や（Sugimoto & Katayama, 2013），特定の刺激呈示部位に対する選択
的な注意（Eimer & Forster, 2003）など数多くの検討がなされている（see a
review, Sambo & Forster, 2011）。
本節では体性感覚に対する生理心理学的指標である SEP から，主観的強度
や注意といった心理学的要因が，体性感覚の刺激処理過程に対しどのような影
響を与えるかについて概説した。それでは，これらの体性感覚刺激の処理に対
し，視覚情報はどの様な影響を及ぼすのであろうか。次節では，視覚情報が体
性感覚の刺激処理へ与える影響について，認知心理学的，生理心理学的な観点
で概説する。
3．体性感覚の刺激処理に対する視覚情報の影響
3. 1．認知心理学的手法による検討
我々が普段生活している日常場面を見渡してみても，視覚情報が体性感覚の
刺激処理へ影響を及ぼす状況は頻繁に存在する。例として，野球などのスポー
ツ競技場面があげられる。我々は，相手からこちらに放られたボールを捕球す
る際，飛んでくるボールという視覚情報に対し，「この様な方向にこの程度の
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速度で向かってくるのであれば，自分のグローブのこの位置に，この程度の時
間をもって到達するだろう」という視覚情報に基づく注意を向けることで，捕
球する際の体性感覚に対する予測を成り立たせている。言いかえれば，暗闇で
誰とも分からない相手に急に触れられると驚愕的な反応をしてしまうのは，こ
ういった視覚情報による体性感覚への予測が成立していない状況であるためだ
と考えられる。Gibson（1962）によれば，体性感覚，とりわけ受動触の主な
機能は，身体上の「どこに」「なにが」「いつ」呈示されたかを知覚することで
ある。視覚情報による体性感覚の刺激処理への予測は，これら体性感覚の機能
を補足，促進するものであると考えられる。
このような視覚的な注意による体性感覚の刺激処理への予測は，ヒトが環境
内で適応的に行動するために必要な機能だと考えられ，今日に至るまで数多く
の研究がなされている（see a review, Spence, 2002）。その中でも，Spence,
Nicholls, Gillespie, and Driver（1998）が行った先行手がかり課題による空
間的注意（spatial attention）の研究は，その後の多感覚研究に大きな影響を
与えた。先行手がかり課題は，空間的注意を検討する際の一般的な実験手法で
あり，代表的な先行研究として，Posner and Cohen（1984）があげられる
（Fig. 2）。
彼らの実験では，まず，視野の左，中央，右の 3か所にボックスが表示さ
れ，実験参加者は中央のボックスを注視することが求められる。次に，手がか
り刺激として，左右いずれかのボックスが明るくなり，一定の時間が経過する
と他のボックスと同じ明るさに戻る。そして，一定の時間の後，標的刺激とし
て，左右いずれかのボックス内に標的刺激となる光点が表示される。実験参加
者は，光点が呈示されたことを知覚したらできるだけ素早く反応用のキーを押
すことが求められる。これにより，光点が呈示されてから反応キーが押される
までの時間が反応時間として記録される。手がかり刺激と標的刺激は，左右の
ボックスで等確率かつ呈示順序は無作為に出現するため，手がかり刺激によっ
て標的刺激の出現位置を予測することは不可能であった。それにもかかわら
ず，手がかり刺激となったボックス内に標的刺激が呈示された場合は，その反
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対側のボックス内に標的刺激が呈示された場合と比べ，反応時間が短縮した。
これは，手がかり刺激が呈示されたことで，その空間に対する注意である空間
的注意が引きつけられ，その後に出現する標的刺激への反応が促進されたため
であると考えられている。なお，先行手がかり課題において，手がかり刺激と
標的刺激の空間的位置が一致する条件は有効条件（valid），一致しない条件は
無効条件（invalid）と呼ばれる。
また，彼らは手がかり刺激が呈示されてから標的刺激が呈示されるまでの時
間間隔が 300 ms より長くなると，空間的注意の効果が逆転すると報告してい
る。つまり，手がかり刺激と標的刺激の間に一定以上の時間間隔を設けると，
有効条件で反応時間が延長し，無効条件で反応時間が短縮する。これは，手が
Fig. 2 先行手がかり課題の模式図
左のボックスが点灯した後，左右いずれかのボックスに光点が呈示される様子が
図示されている。ここでは，左のボックスが点灯したため，左のボックスに光点
が呈示されると有効条件，右のボックスに光点が呈示されると無効条件となる。
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かり刺激と標的刺激間の呈示間隔が長くなることで，手がかり刺激が呈示され
た空間へ一度向けられた空間的注意がその空間から離れたためであると考えら
れている。常に変化する外界からの情報を効率的に取り込むためには，特定の
空間にのみ注意を向け続けることは適応的な方略ではない。むしろ，一度注意
を向けたにもかかわらず，その空間で特定のイベントが起きなかったのであれ
ば，その空間に対する注意を抑制し，他の空間へより注意を向けた方が効率的
に外界からの情報を取り込むことが可能である。このような一度注意を向けた
空間に対する注意の抑制は，復帰抑制（inhibition of return : IOR）と呼ば
れている。
Posner and Cohen（1984）は，視覚刺激を手がかり刺激，標的刺激とした
空間的注意について実験を行ったが，Spence et al.（1998）は視覚刺激を手
がかり刺激，体性感覚刺激を標的刺激とするなど，複数の感覚刺激を組み合わ
せ，多感覚間での空間的注意について検討を行った。その結果，組み合わせる
感覚刺激によって程度の差はあるものの，視覚刺激，聴覚刺激，そして体性感
覚刺激のそれぞれの組み合わせで，Posner and Cohen（1984）と同様に反応
時間の短縮が生じた。また，彼らはのちに IOR についても検討を行い，空間
的注意の抑制が多感覚間においても生じると報告した（Spence, Lloyd,
McGlone, Nicholls, & Driver, 2000）。彼らの研究により，ヒトの空間的な注
意機能は，感覚情報ごとに独立に処理されるのではなく，複数の感覚情報間に
またがって存在し，それにより適応的に外界からの情報を処理していることが
示された。
この研究をきっかけに，複数の感覚刺激を組み合わせた多感覚研究が数多く
され始めた。本稿で取り扱う，視覚情報による体性感覚の刺激処理への影響を
扱った研究では，空間的注意による時間順序弁別成績の向上（Craig, 2005 ;
Spence, Baddeley, Zampini, James, & Shore, 2003 ; Yates & Nicholls,
2011），運動方向の一致による周波数弁別成績の向上（Gray & Tan, 2002），
不一致による運動方向弁別成績の低下（Craig, 2006），運動方向の一致による
運動速度知覚の変調（Bensmaïa, Killebrew, & Craig, 2006）など多くの研究
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が報告されている。
本項で概説したとおり，視覚刺激を用いた空間的注意の操作によって体性感
覚刺激への反応が変調するなど，視覚情報が体性感覚刺激へ影響を及ぼすこと
が示されている。しかし，これらの知見が活発に報告され始めたのは，ここ 15
年ほどの間であり，今後，更なる研究を積み重ねる必要がある。その中でも，
感覚情報処理の中枢である脳神経活動の検討は，先行研究で報告されたこれら
の現象が，どのような生理学的，神経学的機序をもって成立しているのか，
我々の生体内でどのように多感覚情報の処理が行われているのかを解明する手
助けとなると考えられる。そこで，次項では生理心理学的な観点から，視覚情
報が体性感覚の刺激処理へ与える影響について概説する。
3. 2．生理心理学的手法による検討
前項で概説したとおり，多感覚研究，とりわけ視覚刺激と体性感覚刺激を用
いたヒトの注意研究は，1990年代後半から盛んに研究が行われ始めた。その
ため，生理心理学的手法を用いた視覚と体性感覚によるヒトの注意研究が，活
発に報告されるようになるのは，2000年代初頭からである。同時に，2000年
代初頭には，陽電子断層撮影法（positron emission tomography : PET）や
機能的核磁気共鳴画像（functional magnetic resonance imaging : fMRI）な
どの脳機能計測法が心理学実験でも広く使用され始めた。これらの脳機能計測
技術を用いた研究では，視覚刺激による空間的注意の操作が，後続する体性感
覚刺激に対する体性感覚皮質や頭頂連合野の脳神経活動量に影響を与えると報
告している（Macaluso, Frith, & Driver, 2002 ; Nakashita, Saito, Kochi-
yama, Honda, Tanabe, & Sadato, 2008）。
しかし，先述したとおり，体性感覚では刺激呈示後，約 20 ms で感覚処理
が始まる。視覚や聴覚といった他の感覚刺激の場合，第一次感覚野での感覚処
理は刺激呈示後 100 ms 前後から行われるが，体性感覚ではこの時間帯におい
て既に第二次感覚野での感覚処理も始まっている。PET や fMRI といった脳
機能計測技術の時間分解では，これらの感覚処理を検証できないため，体性感
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覚刺激に対する感覚処理において，視覚情報が感覚処理のどの段階へ影響を与
えているかについては，時間分解能に優れた脳機能計測法である脳磁図（mag-
netoencephalography : MEG）や EEG, ERP による検討が必要になると考え
られる。このような必要性からいくつかの研究が行われ，実験心理学的検討に
よって示された視覚刺激を用いた特定の空間に対する空間的注意は，体性感覚
刺激後 100 ms 以内の第一次体性感覚野に由来した初期刺激段階へ影響を与え
るという報告や（Meehan, Legon, & Staines, 2009），体性感覚刺激と視覚刺
激が空間的に近しい位置へ呈示されるだけでも，体性感覚刺激に対する第一次
体性感覚野及び第二次体性感覚野の脳神経活動が増大すると報告されている
（Hamada & Suzuki, 2005）。
これらの先行研究から，体性感覚刺激に対する感覚処理において視覚情報が
第一次体性感覚野という低次の感覚処理段階から頭頂連合野という高次の感覚
処理段階にわたって影響を及ぼすことが示された。木村（2012）は，その中
Fig. 3 木村（2012）の刺激呈示部位，刺激呈示順序の模式図
（a）は刺激呈示部位を図示している。刺激呈示部位は実験参加者の左上肢掌
側，第三指先端と橈骨手根関節の正中神経上であり，それぞれの部位に LED
と電気刺激呈示用の電極を設置した。図中では白丸が LED，黒丸が電気刺激
を表している。（b）は刺激呈示順序を図示している。ここでは，第三指先端の
LED が点灯した後，第三指先端の電気刺激，または橈骨手根関節上の電気刺
激が呈示されている様子が表されている。第三指先端の LED が点灯したため，
第三指先端の電気刺激が呈示されると有効条件，橈骨手根関節上の電気刺激が
呈示されると無効条件となる。
１０９体性感覚刺激処理に対する視覚情報の効果
Fig. 4 木村（2012）の各条件における SEP
（a）は手がかり刺激と標的刺激間の呈示位置と時間間隔ごとの SEP の総加算波形
を図示している。横軸は刺激呈示前 50 ms から刺激呈示後 100 ms までの時間を，
縦軸は頭皮上の電極で記録された電圧値を表している。刺激部位は左上肢掌側，橈
骨手根関節の正中神経上であり，閾値（平均 1.1 mA）の 3倍（3.3 mA）の電気刺
激を 200 μs 呈示した。導出電極は，拡張 10−20％法の C 4であり，基準電極は鼻
尖とした。サンプリング周波数は 1000 Hz，帯域周波数は 0.01−200 Hz で記録し
た。各条件の試行数は 300試行であり，各条件で呈示された体性感覚刺激に対する
ERP に対し加算平均を行った（範囲：181−224 回）。V_は呈示部位が有効条件
（Valid），In_は無効条件（Invalid），150は時間間隔が 150 ms, 1200は時間間隔
が 1200 ms であった条件を表している。（b）は，（a）で示された SEP の P 28成
分の頂点振幅から N 33成分の頂点振幅までの変動値である頂点間振幅の値を図示
している。P 28は体性感覚刺激後 25 ms から 35 ms での陽性方向の最大振幅，N
33は体性感覚刺激後 30 ms から 40 ms での陰性方向の最大振幅とした。時間間隔
1200 ms の条件において，Valid よりも Invalid で大きな SEP 振幅値が示された。
１１０ 体性感覚刺激処理に対する視覚情報の効果
でも低次の感覚処理段階に着目し，視覚刺激を手がかり刺激，体性感覚刺激を
標的刺激とした先行手がかり課題における多感覚間の空間的注意について
SEP を用いて検討した（Fig. 3）。
その結果，手がかり刺激と標的刺激の間に 1200 ms の時間間隔を設けた条
件では，IOR といった注意の抑制が生じた事態と同様に，第一次体性感覚野
由来の SEP 成分が変調すると報告している（Fig. 4）。
しかし，この研究では行動指標で IOR が生じなかったことや，標的刺激へ
の反応が促進された条件で SEP に差がみられなかったことなど，いくつかの
点で更なる検討が必要であると考えられる。なお，Spence et al.（2000）は，
多感覚間での IOR において，視覚刺激を手がかり刺激，体性感覚刺激を標的
刺激として用いた条件では，Posner and Cohen（1984）のように視覚刺激の
みを用いた条件と比較し IOR 量が小さいと報告している。それでは，どのよ
うな視覚情報であれば体性感覚刺激の感覚処理へ強い影響を及ぼすのであろう
か。本稿では，野球を行う際のスポーツ競技場面を，視覚情報が体性感覚の刺
激処理へ影響を及ぼす状況の例としてとりあげた。この場面での視覚情報は，
「どこに」「いつ」ボールが飛んでくるかという視覚的な運動情報である。接近
してくる物体が身体にとって有害か否かを迅速に判断することは，我々の身体
を健常に保つために重要な意味をもつ情報であると考えられる。このような事
態において，物体を避けるか否かの判断は，物体が身体に触れる前に行わなけ
ればならない。そのため，物体が身体に触れる体性感覚刺激に先立ち，物体が
「どこに」「いつ」触れるかといった情報を含む視覚的な運動について更なる検
討が必要であると考えられる。
4．お わ り に
本稿では，体性感覚を生じさせる生理学的な基盤とその脳神経活動を反映す
る SEP についてふれた後，これら体性感覚の感覚処理が視覚という他感覚情
報によって，どのように影響を受けるかについて概観した。特に，心理学の中
１１１体性感覚刺激処理に対する視覚情報の効果
でも重要な研究対象である注意に着目し，実験心理学，生理心理学の観点から
考察を行った。体性感覚はヒトにとって母体内の胎児から発生している最も身
近で原始的な感覚であり，かつ，いまだ多くの機能が解明されていない感覚で
もある。さらに，本稿でふれた通り，日常生活の多くの場面で体性感覚刺激は
視覚情報を伴って呈示される。そのため，体性感覚の刺激処理を検討する際に
は，視覚という他の感覚情報からの影響についても検討する必要がある。
また，本稿では体性感覚の刺激処理に対する視覚情報の影響について概説し
たが，近年では視覚の刺激処理に対し体性感覚情報が及ぼす影響についても注
目が集まっている。Macaluso, Frith, and Driver（2000）は，fMRI を用い
て，視覚刺激が左右どちらかの半側視野内に単独で呈示される条件と，視覚刺
激が呈示される半側視野内と同側の手に，視覚刺激に先行して体性感覚刺激が
呈示される条件の条件間で視覚野の脳神経活動を比較した。その結果，体性感
覚刺激が同側の手に呈示される条件では，その後に呈示される視覚刺激に対す
る視覚野の脳神経活動が増大したと報告している。これは，体性感覚刺激の空
間的な側性が，後に呈示される視覚刺激に対し，視覚情報を処理する脳皮質の
段階で影響を与えることを示している。この研究は，身体近接空間（peripheral
space）に対しては，感覚情報の処理が促進されるという近年の研究を促すこ
ととなった。Reed, Grubb, and Steele（2006）は先述した Posner and Cohen
（1984）の先行手がかり課題時に，実験参加者の片手を標的刺激が呈示される
ディスプレイの左側，もしくは右側に置かせ標的刺激の検出を行わせた。その
結果，手がかり刺激と標的刺激の出現する位置が一致する確率は 50％であっ
たにもかかわらず，実験参加者の手近傍に呈示された標的刺激はより速く検出
された。彼らは後に，同様の実験時に ERP を記録し，実験参加者が標的刺激
を検出する際，手の近傍に出現する標的刺激に対し，能動的な注意を反映する
ERP である P 300 が増強すると報告している（Reed, Leland, Brekke, &
Hartley, 2013）。これは，手という体性感覚の重要な情報源の存在が，その周
辺に対する空間的注意を促進することを示している。このように手の存在が空
間的注意へ与える影響は，先行手がかり課題における標的刺激の検出のみなら
１１２ 体性感覚刺激処理に対する視覚情報の効果
ず，視覚探索や注意の瞬き，IOR（Abrams, Davoli, Du, Knapp, & Paull,
2008），そして図地分離に至るまで（Cosman & Vecera, 2010），数多くの視
覚課題で確認されている（see a review, Macaluso & Maravita, 2010）。
これら身体近接空間での感覚情報処理の促進には，多くの脳領域が関わって
いると考えられている。その中でも，運動前野に局在する，視覚と体性感覚の
両方に反応する多感覚ニューロン群は重要な役割を担っていると考えられてい
る（Graziano & Gross, 1993 ; Graziano, Yap & Gross, 1994）。また，この
多感覚ニューロン群は，通常，体性感覚情報と手の近傍に対する視覚情報に対
し反応を示すが，手の近傍に含まれる範囲は可塑的に変化することが示されて
いる。Iriki, Tanaka, and Iwamura（1996）は，マカクザルに対する道具訓
練を行い，訓練前後での運動前野内多感覚ニューロン群の活動を記録した。そ
の結果，訓練前は，体性感覚情報と手の近傍の視覚情報にのみ反応を示してい
たが，訓練後は手に握った道具先端の視覚情報に対してもこの多感覚ニューロ
ン群は反応を示した。これら身体近接空間の研究は，多感覚間の情報統合や相
互作用のみならず，身体像（body image）や身体図式（body schema）の研
究にも大きな影響を与え，鏡を用いた視覚的フィードバックによる幻肢痛の治
療など，神経心理学における臨床場面にも重要な示唆を与えている
（Ramachandran & Rogers-Ramachandran, 1996）。
1990年代後半と，比較的近年に研究が盛んになったことからも，体性感覚
を含む多感覚研究はいまだ発展途上の研究領域であり，他の感覚刺激情報が体
性感覚の刺激処理にどの様な影響を与えているのか，また体性感覚刺激情報が
他感覚の刺激処理にどの様に影響するのかが全て解明されたとは言い難い。こ
こで，本稿で概説した体性感覚と他の感覚との相互作用がなぜヒトにとって必
要なのかという生態学的妥当性を考えると，危険を含む外部環境内において適
切な行動をとるために必要なのだと考えられる。事実，情動的な視覚刺激を対
呈示することで，体性感覚刺激に対する知覚が変容し（Montoya & Sitges,
2006），また，そのような情動的な視覚刺激が，先述した身体近接空間に呈示
されることで体性感覚刺激の弁別判断に影響を与えるなどの報告がされている
１１３体性感覚刺激処理に対する視覚情報の効果
（Damme, Gallace, Spence, Crombez, & Moseley, 2009）。そのため，ヒトの
多感覚間における刺激統合，相互作用の基礎的なメカニズムを解明すること
は，そのようなメカニズムを用い，ヒトがどのように環境を認知し，行動して
いるかを理解するための土台となると考えられる。
このように，体性感覚を軸とし，外界からの刺激に対する知覚や認知といっ
たヒトの心的機能の検討は，我々ヒトが体性感覚を含む多感覚間の刺激受容を
窓として，世界をどのようにとらえ，行動しているかを理解する一助となる。
言いかえれば，これらの理解は，外界からの情報の認知と，その情報に基づい
た行動という環境とヒトとのインタラクションに対しより深い洞察を与え得
る。このインタラクションに対する知見を積み重ね，応用してゆくことによっ
て，我々がより豊かに世界を感じ，生活を営むための方法が示されると期待さ
れる。
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